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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成28年4月28日(2016.4.28)

【公開番号】特開2015-37783(P2015-37783A)
【公開日】平成27年2月26日(2015.2.26)
【年通号数】公開・登録公報2015-013
【出願番号】特願2014-153105(P2014-153105)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  39/16     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   39/16     　　　Ａ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成28年3月14日(2016.3.14)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　熱的に結合した不織構造の形態の濾材であって、
　前記濾材は、ガラスファイバと混合された２成分ファイバを含み、
　前記２成分ファイバは、シース－コア構造のポリエチレンテレフタレート／ポリエチレ
ンテレフタレートファイバであることを特徴とする濾材。
【請求項２】
　熱的に結合した不織構造の形態の濾材であって、
　前記濾材は、ガラスファイバと混合された少なくとも４０重量％の２成分ファイバを含
み、
　前記濾材は、前記ガラスファイバおよび前記２成分ファイバと協働する第２ファイバを
含み、前記第２ファイバは、単一成分のファイバであることを特徴とする濾材。
【請求項３】
　熱的に結合した不織構造の形態の濾材であって、
　前記濾材は、ガラスファイバと混合された２成分ファイバを含み、
　前記ガラスファイバは、平均ファイバ直径が約０．１～１μｍ、０．３～２μｍ、０．
５～５μｍ、０．７５～７μｍ、１～１０μｍ、３～３０μｍの供給源と、２種以上の前
記供給源の組合せと、から選択され、かつ、前記選択された供給源は、平均ファイバ直径
が３～３０μｍの供給源を含むことを特徴とする濾材。
【請求項４】
　熱的に結合したシートを含む濾材であって、
　前記シートは、
　（ａ）約５～１５μｍのファイバ直径と約０．１～１５ｃｍのファイバ長さとを有する
、約２０～８０重量％の２成分ファイバと、
　（ｂ）約０．１～２μｍのファイバ直径と約１０～１０，０００の範囲のアスペクト比
とを有する、約８０～２０重量％のファイバと、を含み、
　前記濾材は、約０．２～２ｍｍの厚さと、約４０～３５０g・m-2の坪量と、約０．５～
３０μｍの細孔径と、約１．５～６１．０m・min-1（５～２００ft・min-1）の透過率と
、を有することを特徴とする濾材。
【請求項５】
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　熱的に結合したシートを含む濾材であって、
　前記シートは、
　（ａ）約１０～１５μｍのファイバ直径と約０．１～１５ｃｍのファイバ長さとを有す
る、約８０～９８重量％の２成分ファイバと、
　（ｂ）約０．１～５μｍのファイバ直径と約１０～１０，０００の範囲のアスペクト比
とを有する、約２～２０重量％のファイバと、を含み、
　前記濾材は、約０．１～２ｍｍの厚さと、約１０～２５％のソリディティと、約４０～
４００g・m-2の坪量と、約１０～３０μｍの細孔径と、約６～６１．０m・min-1（２０～
２００ft・min-1）の透過率と、を有することを特徴とする濾材。
【請求項６】
　前記濾材は、バインダ樹脂を含まないことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に
記載の濾材。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００９６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００９６】
　フィルタ中のステージを形成するのに使用される湿式シートの濾材組成物は、計算され
た細孔径（Ｘ－Ｙ方向）が少なくとも１０μｍ、通常少なくとも１２μｍである形態にお
いて提供される。細孔径は、通常、６０μｍ以下、例えば、１２～５０μｍの範囲内、通
常１５～４５μｍである。濾材は、ＤＯＰ効率％（０．３μｍ粒子に対して１０．５ｆｐ
ｍで）が３～１８％の範囲内、通常５～１５％であるように配合される。この濾材は、本
明細書で提供された一般詳細説明に従って、前記シート内のフィルタ材料の総重量に対し
て、少なくとも３０重量％、通常少なくとも４０重量％、多くの場合少なくとも４５重量
％、通常４５～７０重量％の範囲内の２成分ファイバ材料を含むことができる。この濾材
は、シート内のファイバ材料の総重量に対して、平均の最大断面寸法（平均直径は円であ
る）が少なくとも１μｍ、例えば、１～２０μｍの範囲内である第２ファイバ材料の３０
～７０重量％（通常、３０～５５％）を占める。８～１５μｍである例もある。平均の長
さは、通常、１～２０ｍｍ、多くの場合、定義されたように１～１０ｍｍである。この第
２ファイバ材料は、ファイバの混合物でもよい。通常、ポリエステルおよび／またはグラ
スファイバが使用される。但し、代替品も可能である。通常および好ましくは、ファイバ
シート（および得られた濾材ステージ）は、２成分ファイバ内に含まれるバインダ材料以
外の追加のバインダを含まない。追加の樹脂またはバインダが存在する場合、好ましくは
、総ファイバ重量に対して約７重量％以下、より好ましくは総ファイバ重量に対して３重
量％以下で存在する。通常および好ましくは、湿式濾材は、少なくとも３，０００平方フ
ィート当り２０ポンド（９ｋｇ／２７８．７平方メートル）、通常、３，０００平方フィ
ート当り１２０ポンド（５４．５ｋｇ／１２７８．７平方メートル）以下の坪量を目標に
して作製される。通常、３，０００平方フィート当り４０～１００ポンド（１８ｋｇ～４
５．４ｋｇ／２７８．７平方メートル）の範囲内で選択される。通常および好ましくは、
湿式濾材は、１分当り４０～５００フィート（１２～１５３メートル／分）、通常１分当
り１００フィート（３０メートル／分）のＦｒａｚｉｅｒ透過率（１分当りフィート）を
目標にして作製される。約４０ポンド／３，０００平方フィート～１００ポンド／３，０
００平方フィート（１８～４５．４ｋｇ／２７８．７平方メートル）のオーダーの坪量に
対して、通常の透過率は、１分当り約２００～４００フィート（６０～１２０メートル／
分）である。０．１２５ｐｓｉ（８．６ミリバール（８６１．８Pa））でフィルタ内の記
載された濾材ステージを後に形成するのに使用される湿式濾材シートの厚さは、通常、少
なくとも０．０１インチ（０．２５ｍｍ）、多くの場合約０．０１インチ～０．０６イン
チ（０．４５～１．５３ｍｍ）のオーダー、通常、０．０１８インチ～０．０３インチ（
０．４５～０．７６ｍｍ）である。
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